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は
じ
め
に

本
論
文
は
、
戦
後
、
と
り
わ
け
一
九
六
〇
～
八
〇
年
代
に
お
け
る
女
性
教
職
員
の
数
量
に
つ
い
て
、
主
に
早
稲
田
大
学
の
場
合
を
中
心

と
し
て
、
そ
の
変
化
を
分
析
し
、
特
徴
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

戦
前
、
大
学
は
原
則
男
性
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
職
業
面
で
も
女
性
差
別
が
著
し
く
、
多
く
の
制
約
が
課
さ
れ
て
い

た
。
例
え
ば
、
女
性
は
学
位
を
有
し
て
い
て
も
、
専
門
学
校
や
教
員
養
成
諸
学
校
な
ど
の
非
大
学
の
教
員
に
と
ど
ま
り
、
官
吏
な
ど
の
専

門
的
職
業
へ
の
途
も
一
部
を
除
い
て
固
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
た（

１
）。
つ
ま
り
、
女
性
は
専
任
の
大
学
教
員
に
就
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
戦
後
は
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
基
づ
い
て
学
校
教
育
法
が
男
女
平
等
の
大
学
入
学
資
格
を
定
め
、
こ
れ
に
よ
り
大
学
で
は
形
式
的

に
は
男
女
間
の
差
別
が
撤
廃
さ
れ
た
。
そ
の
変
化
は
学
生
だ
け
で
な
く
、
教
員
や
職
員
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
新
制
大
学
で
の
新
た
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な
事
柄
と
し
て
女
性
が
専
任
教
員
と
な
っ
た
点
を
指
摘
で
き
る
。
戦
前
に
は
皆
無
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
重
要
な
改
革
点
と
言

え
る
。
一
九
四
九
年
度
の
女
性
専
任
教
員
の
数
を
示
す
と
、
国
立
大
学
に
七
九
人
、
公
立
大
学
に
三
七
人
、
私
立
大
学
に
四
三
七
人
在
職

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
早
稲
田
大
学
で
も
五
二
年
に
初
め
て
女
性
が
専
任
教
員
と
な
っ
た
。
た
だ
、
湯
川
次
義
の
指
摘
に
依
れ

ば
、
新
制
大
学
成
立
期
に
は
専
門
学
校
な
ど
の
旧
女
子
高
等
教
育
機
関
の
大
学
転
換
に
伴
い
、
大
学
教
員
へ
と
異
動
し
た
事
例
が
多
か
っ

た
と
推
察
さ
れ
て
い
る（
２
）。
そ
し
て
、
共
学
大
学
で
の
女
性
専
任
教
員
の
出
現
は
、
そ
れ
よ
り
も
遅
れ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
新
制
大
学
に
お
い
て
女
性
教
員
が
誕
生
し
た
事
実
は
、
女
性
の
職
業
選
択
の
自
由
や
社
会
的
進
出
な
ど
の
観
点
か
ら
見

て
重
要
な
意
義
を
も
つ
と
言
え
る
。
で
は
、
共
学
大
学
に
お
け
る
女
性
教
員
数
は
ど
の
よ
う
に
増
加
し
、
い
か
な
る
状
態
に
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
今
日
的
に
も
大
学
に
お
け
る
女
性
教
員
の
実
質
的
な
平
等
化
、
あ
る
い
は
平
等
的
な
参
画
が
課
題
と
さ
れ
る
中
で
、
大
学
の
女

性
教
員
の
歩
み
を
振
り
返
る
こ
と
は
意
味
あ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
女
性
職
員
の
問
題
も
注
目
す
べ
き
事
項
で
あ
り
、
女
性

職
員
も
本
格
的
に
は
戦
後
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
数
や
職
階
な
ど
に
つ
い
て
女
性
教
員
の
場
合
と
同
様
な
課
題
が
存

在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
戦
後
の
新
学
制
が
整
備
さ
れ
、
大
学
が
高
度
経
済
成
長
下
で
学
生
が
急
増
し
、
大
学
が
大
衆
化

し
た
時
期
に
女
性
教
職
員
の
数
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
分
析
す
る
た
め
に
、
一
九
六
〇
年
代
～
八
〇
年
代
を
中
心
と
し
て
着
目

し
、
こ
の
間
の
女
性
教
員
及
び
女
性
職
員
の
数
量
的
把
握
を
試
み
る
。

戦
後
の
大
学
に
お
け
る
女
性
教
職
員
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
見
る
と
大
膳
司
「
臨
時
教
育
審
議
会
以
降
の
大
学
教
員
の
構
造
と

機
能
の
変
容　

教
育
・
研
究
活
動
を
中
心
と
し
て
」

（
３
）

が
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
主
に
一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
女
性
教
職
員
の
数
量
の
増
加

に
つ
い
て
考
察
し
て
お
り
、
本
論
の
対
象
と
す
る
時
期
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
橋
真
央
「
女
子
大
学
に
お
け
る
女
性
教
員
の
職

位
別
割
合
の
現
状
に
つ
い
て
」
（
４
）

で
は
、
九
〇
年
代
か
ら
の
女
子
大
学
に
お
け
る
女
性
教
員
の
数
量
的
変
化
に
着
目
し
て
お
り
、
時
期
と
対

象
が
異
な
っ
て
い
る
。
本
論
で
取
り
扱
う
一
九
六
〇
年
代
～
八
〇
年
代
に
お
け
る
大
学
の
女
性
教
員
、
職
員
の
職
位
、
職
階
に
お
け
る
数
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量
的
変
化
に
着
目
し
た
研
究
は
管
見
の
限
り
で
は
見
ら
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
論
で
は
以
下
の
課
題
を
設
定
す
る
。
第
一
に
大
学
の
女
性
の
専
任
「
教
員
」
の
数
量

的
変
化
に
つ
い
て
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
大
学
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
の
数
量
の
女
性
教
員
が
勤
務
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
職
位
、
職
階
で
勤
務
し
て
い
た
の
か
を
、
数
量
的
変
化
を
把
握
し
な
が
ら
明
確
に
す
る
。
第
二
に
女
性
「
職
員
」
の
数
量
的
変
化
に

つ
い
て
、
教
員
と
同
様
に
ど
の
よ
う
な
職
位
、
職
階
で
勤
務
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
職
位
、
職
階
に
は
男
性
職
員
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な

違
い
が
あ
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
れ
ら
の
課
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
今
日
、
大
学
に
お
い
て
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
男
女
共
同

参
画
の
問
題
を
考
察
す
る
う
え
で
の
歴
史
的
素
材
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

一
、
戦
後
の
女
性
教
員
数
に
つ
い
て

で
は
、
ま
ず
戦
後
の
大
学
に
お
け
る
女
性
教
員
の
数
量
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
戦
後
に
お
い
て
、
大
学
の
女
性
教
員
の
数
量
は
ど

の
程
度
の
数
と
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

戦
後
、
大
学
の
男
女
共
学
化
、
ま
た
、
女
子
大
学
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
男
女
に
お
け
る
大
学
教
育
の
機
会
が
均
等
に
な
っ
た
が
、
女

子
学
生
の
問
題
と
は
別
に
、
大
学
に
勤
務
す
る
女
性
教
員
や
職
員
の
問
題
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
に
ど
の
程
度
の
数
量
の
女
性

が
大
学
で
教
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
専
門
分
野
や
授
業
を
担
当
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
統
計
等
を
用
い
て

正
確
に
把
握
す
る
。

ま
ず
、
戦
後
の
大
学
、
特
に
男
女
共
学
の
大
学
の
状
況
と
し
て
は
女
性
の
教
員
は
少
数
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
朝
日
新
聞

の
一
九
五
三
年
の
記
事
に
は
「
京
大
に
初
の
女
性
講
師
」
と
い
う
も
の
が
あ
る（

５
）。
男
女
共
学
の
大
学
に
女
性
教
員
が
勤
務
す
る
よ
う
に
な
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る
の
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
戦
後
の
大
学
に
お
け
る
女
性
教
員
の
割
合
が
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
の
か
を
『
日
本
の

教
育
統
計
』
よ
り
見
て
み
る
。
表
１
は
国
公
私
立
全
体
に
お
け
る
本
務
教
員
数
と
、
私
立
大
学
に

お
け
る
女
性
教
員
数
で
あ
る
。

表
１
の
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
で
は
、
大
学
の
本
務
教
員
数
全
体
か
ら
見
る

と
、
非
常
に
少
量
で
は
あ
る
が
、
女
性
教
員
の
数
量
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、

個
別
の
事
例
と
し
て
は
ど
の
程
度
の
数
量
の
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
早
稲
田
大
学
に
お
け

る
女
性
の
教
員
数
の
数
量
を
事
例
と
し
て
分
析
す
る
。
表
２
、
表
３
は
そ
れ
ぞ
れ
早
稲
田
大
学
の

各
種
統
計
に
つ
い
て
ま
と
め
た
『
基
本
諸
統
計
』
を
も
と
に
一
九
七
〇
年
か
ら
八
〇
年
ま
で
の
各

学
部
、
研
究
所
に
お
け
る
女
性
教
員
の
数
を
（　

）
の
数
字
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表 １　戦後四年制大学における本務教員数と女性教員の割合
（１950年、１955年、１960年、１965年。※本務教員数には女子大も含む）

※『日本の教育統計』より作成（６）

（111年 （111年 （111年 （111年

本務教員数
（国公私全体） （（,111 11,1（1 11,111 11,111

私立における
女性教員数 111 （,111 （,111 1,1（1



359

表 ２　早稲田大学教員数（専任のみ。学部別。１970年度～１980年度）
� ※（　）内は女性で内数

教授 助教授 専任講師 客員教授 助手 合計

政
治
経
済
学
部

（111年度 11 （1 1 1 1 11
（11（年度 11 （1 1 1 1 11
（111年度 11 （1 1 1 （ 11
（111年度 11 （1 1 1 1 11
（111年度 11 （1 1 1 （ 11
（111年度 11 （1 1 1 1 11
（111年度 11 （1 1 1 1 11
（111年度 11 （（ 1 1 1 11
（111年度 11 1 1 1 1 11
（111年度 11 1 1 1 1 11
（111年度 11 1 1 1 1 11

法
学
部

（111年度 11 （1 1 1 1 11
（11（年度 11 （1 1 1 1 11
（111年度 11 （1（（） 1 1 1 1（（（）
（111年度 11 （1（（） 1 1 1 11（（）
（111年度 11（（） （1 1 （ 1 11（（）
（111年度 11（（） （1 1 （ 1 1（（（）
（111年度 11（（） （1（（） 1 1 1 11（1）
（111年度 1（（（） （1（（） 1 （ 1 11（1）
（111年度 11 （（） （1（（） 1 （ 1 11（1）
（111年度 11（1） （1 1 1 1 11（1）
（111年度 11（1） （1 1（（） 1 1 11（1）

文
学
部

（111年度 （（1 11（1） （1（1） 1 （1（1） （1（（（1）
（11（年度 （11 11（1） （1（1） 1 （1（（） （11（1）
（111年度 （11（（） 11（1） （1（1） 1 1 （11（1）
（111年度 （11（1） 11（1） （1（1） 1 1 （11（1）
（111年度 （11（1） 11（1） （（（1） 1 （1 （11（（1）
（111年度 （11（1） 11（1） 1（1） 1 （1 （11（（1）
（111年度 （11（1） 11（1） （1（1） 1 （1 （11（（1）
（111年度 （11（1） 11（1） （1（（） 1 （1 （11（（1）
（111年度 （11（1） 11（1） （1（1） 1 （1 （11（（（）
（111年度 （11（1） 11（1） （1（1） 1 （1（（） （11（（1）
（111年度 （1（（1） 11（（） （1（1） 1 （1（（） （11（（1）

教
育
学
部

（111年度 11 11 （1 （ 1（（） （（1（（）
（11（年度 11 11 （1 （ 1（（） （（1（（）
（111年度 11 11 （1 （ 1（（） （（1（（）
（111年度 11 11 （1（（） （ 1 （（1（（）
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教授 助教授 専任講師 客員教授 助手 合計

教
育
学
部

（111年度 11 11 1（（） （ 1 （（1（（）
（111年度 11 11 1（（） （ 1 （（1（（）
（111年度 11 11 1（（） 1 1 （（1（（）
（111年度 11 11 （1（（） （ 1 （（1（（）
（111年度 11 （1 1（（） （ 1 （（1（（）
（111年度 11 （1（（） 1 （ 1 （（1（（）
（111年度 11 （1（（） 1 （ 1 （（1（（）

商
学
部

（111年度 11 （1 1 1 1（（） 11（（）
（11（年度 11 （1 1 1 （1（（） 11（（）
（111年度 11 （1 1 1 （1（（） （11（（）
（111年度 11 （1 （1（（） 1 1 （11（（）
（111年度 11 （1 （（（（） 1 1 11（（）
（111年度 11 （1（（） 1 1 1 11（（）
（111年度 11 （1（（） （（ 1 1 11（（）
（111年度 11 （1（（） （（ 1 1 11（（）
（111年度 11 （1（（） （1 1 1 11（（）
（111年度 11 （1（（） 1 1 （ 11（（）
（111年度 11（（） （1 1 1 （ 11（（）

理
工
学
部

（111年度 （11 11 1  （（ 111
（11（年度 （11 11 1  （1 111
（111年度 （11 11 1  （1 111
（111年度 （11 11 1  （1 111
（111年度 （11 11 1（（）  （1 111（（）
（111年度 （11 11（（） 1（（）  （1 111（1）
（111年度 （11 11（1） 1  （1 111（1）
（111年度 （11 11（1） 1  （1 111（1）
（111年度 （11 11（1） 1（（）  （1 111（1）
（111年度 （11 11（1） 1  （1 111（1）
（111年度 （11 11（1） 1  （1 111（1）

社
会
科
学
部

（111年度 （1 （1    11
（11（年度 1（ （1    11
（111年度 11 （1 1  1 11
（111年度 11 （1 1  1 11
（111年度 11 1 1  （ 11
（111年度 11 1 1   11
（111年度 11 1 1  1 11
（111年度 11 （1 （  1 11
（111年度 11 1 （  1 11
（111年度 11 1 1  （ 11
（111年度 11 1 1   11
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表 3　早稲田大学教員数（専任のみ。学部以外の施設。１970年～１980年度）
� ※（　）内は女性で内数

教授 助教授 専任講師 客員教授 助手 合計

体
育
局

（111年度 1 （1 1（（）  1 11（（）
（11（年度 1 （1 1（（）  1 11（（）
（111年度 （1 （（ 1  1 11
（111年度 （（ （1 1  （ 1（
（111年度 （1 （1 1  （ 11
（111年度 （1 1 1（（）  1 11（（）
（111年度 （1 1 1（（）  1 11（（）
（111年度 （1 1 1（（）  1 11（（）
（111年度 （1 1 1（（）  1（（） 1（
（111年度 （1 1 1（（）  1 11（（）
（111年度 1（ 1 1（（）  1 11（（）

国
際
部

（111年度   （（（）   （（（）
（11（年度   1（1）   1（1）
（111年度   1（1）   1（1）
（111年度  （（（） （（（）   1（1）
（111年度  （（（） （（（）   1（1）
（111年度  （（（） （（（）   1（1）
（111年度  1（1）    1（1）
（111年度  1（1）    1（1）
（111年度  1（1）    1（1）
（111年度  1（1）    1（1）
（111年度  1（1）    1（1）

社
会
科
学
研
究
所

（111年度 （ 1    1
（11（年度 （ 1    1
（111年度 （ 1    1
（111年度 1 1   （ 1
（111年度 1 1 （   1
（111年度 1  （   1
（111年度 1 （    1
（111年度 1 （   （ 1
（111年度 1 （    1
（111年度 1 （    1
（111年度 1 （    1

演
劇
博
物
館

（111年度     1（1） 1（1）
（11（年度     （ （
（111年度     （ （
（111年度     （ （
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教授 助教授 専任講師 客員教授 助手 合計

演
劇
博
物
館

（111年度     1 1
（111年度     1 1
（111年度     （ （
（111年度     （ （
（111年度     （ （
（111年度     （ （
（111年度     （ （

鋳
物
研
究
所

（111年度 （ （    1
（11（年度 （ （    1
（111年度 （ （    1
（111年度 1     1
（111年度 1     1
（111年度 1     1
（111年度 1     1
（111年度 1     1
（111年度 1     1
（111年度 1     1
（111年度 1     1

理
工
学
研
究
所

（111年度 1  （  1 （1
（11（年度 1  （  1 （1
（111年度 1  （  1 （（
（111年度 1 （（（）   1 （（
（111年度 1 （ 1   （（
（111年度 1 （ 1   （（
（111年度 1 1   （ （（
（111年度 1 1   （ （（
（111年度 1 1    （1
（111年度 1 1   1 （（
（111年度 1 1 （  1 （1

生
産
研
究
所

（111年度 1 1 （   （1
（11（年度 1 1 1   （1
（111年度 1 1 1   （1
（111年度 1 1 1   （1
（111年度 1 1    （1
（111年度 1 1    （1
（111年度 （（ 1    （1
（111年度 （（ 1    （1
（111年度 （（ 1    （1
（111年度 （1 1 （   （1
（111年度 （1  （  （ （1
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表
２
、
表
３
を
見
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
一
九
七
〇

年
度
か
ら
八
〇
年
度
ま
で
の
間
に
一
人
も
女
性
教

員
が
確
認
で
き
な
い
の
は
政
治
経
済
学
部
、
社
会

科
学
部
、
社
会
科
学
研
究
所
、
演
劇
博
物
館
、
鋳

物
研
究
所
、
生
産
研
究
所
で
あ
り
、
社
会
科
学
系
、

理
工
系
の
学
部
、
研
究
所
に
は
男
性
教
員
が
圧
倒

的
に
多
く
、
女
性
教
員
は
ほ
ぼ
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
文
学
部
の
み
、

一
九
七
〇
年
度
か
ら
一
九
八
〇
年
度
に
か
け
て
、
女

子
教
員
が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
他
の
学
部
に
関

し
て
は
、
女
性
教
員
の
数
は
一
定
数
以
上
増
減
し

な
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

で
は
、
実
際
の
早
稲
田
大
学
に
着
任
し
た
女

性
教
員
が
い
か
な
る
専
門
分
野
を
持
ち
、
ど
の

よ
う
な
授
業
を
担
当
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
表
４

は
、
早
稲
田
に
着
任
し
た
女
性
教
員
と
し
て
確

認
で
き
た
人
物
と
、
そ
の
人
物
が
担
当
し
て
い

た
科
目
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

教授 助教授 専任講師 客員教授 助手 合計

比
較
法
研
究
所

（111年度  （   1（（） 1（（）
（11（年度  （ （（（）  （ 1（（）
（111年度  （ （（（）  （ 1（（）
（111年度  1（（） （   1（（）
（111年度  1（（） （   1（（）
（111年度 （ 1（（）    1（（）
（111年度 （ 1（（）    1（（）
（111年度 （ 1（（）    1（（）
（111年度 1（（） （    1（（）
（111年度 1（（） （    1（（）
（111年度 1（（）     1（（）

語
学
教
育
研
究
所

（111年度 （ 1（1） 1（1）   （1（1）
（11（年度 （ 1（1） 1（1）  （ （1（1）
（111年度 （ 1（1） 1（1）  1 11（1）
（111年度 1（（） 1（1） 1（1）  1 1（（1）
（111年度 1（（） 1（1） 1（1）  （ 11（1）
（111年度 1（（） 1（1） 1（1） （ （ 11（1）
（111年度 1（1） 1（1） 1   1（（1）
（111年度 1（1） （1（1） 1   11（1）
（111年度 （1（1） 1（1） 1  （ 11（1）
（111年度 （1（1） 1（（） 1  （ 11（1）
（111年度 （1（1） 1（（） 1  （ 11（1）

※『基本諸統計』より作成（７）
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表
４
を
見
る
と
、
女
性
教
員
の
着
任
先
と
し
て
は
、
学
部
付
の
教
員

と
、
研
究
所
付
の
教
員
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
学
部
付
の
教
員
と
し
て

も
、
担
当
す
る
専
門
科
目
は
英
文
学
や
国
文
学
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と

い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。
戦
前
よ
り
存
在
し
た
高
等
教
育
機
関
に
お
い

て
女
性
が
専
門
と
す
る
学
問
が
家
政
学
や
文
学
と
な
る
傾
向
が
あ
っ
た

よ
う
に
、
女
性
教
員
が
特
定
の
学
部
に
多
い
状
況
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
特

性
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
戦
後
の
早
稲
田
大
学
の
女
性
教
員
に
つ
い
て
、
当
時
の
数
的

状
況
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
分
析
し
た
。
本
項
目
で
見

た
よ
う
に
、
戦
後
の
私
立
大
学
に
焦
点
を
当
て
て
も
、
女
性
教
員
の
数

は
徐
々
に
増
え
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
、
全
体
と
し
て
の
数
は
少
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
の
事
例
を
見
る
と
、
女
性
教
員

は
社
会
科
学
系
や
理
工
系
の
部
門
に
は
ほ
ぼ
就
職
せ
ず
、
文
学
部
に
就

職
し
た
際
も
、
担
当
す
る
専
門
科
目
は
英
文
学
や
国
文
学
で
あ
り
、
男

性
教
員
と
比
べ
て
活
躍
で
き
る
場
が
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

氏　名 在　任　期　間 担　当　科　目
木　村　道　子

（法学部）
（111年（（月～（111年 1 月 英語

氷　室　美佐子
（文学部）

（11（年 1 月～1111年 1 月 英語、英文学演習、英文学研究、英米文学特殊研究
英米詩、イギリス文学史、教養演習

小　池　規　子
（文学部）

（111年 1 月～1111年 1 月 英語、英文学演習、英文学研究、英米文学特殊講義、
イギリス文学史、英戯曲、シェークスピア研究、教
養演習

秋　永　一　枝
（文学部）

（111年 1 月～（111年 1 月 国語、国語・漢文、国語史、国文法、国語学、国語
学特論、国語学概論、国語学講義、日本文学演習、
日本文学研究、教養演習、現代日本語特論

子　安　美知子
（語学教育研究所）

（111年 1 月～111（年 1 月 独語

大　社　淑　子
（法学部）

（111年 1 月～1111年 1 月 英語、文学

※�『早稲田大学　教員就退任および担当科目（1949年４月─1983年 3月）』及び湯川次義の調査に依る。
（　）内は確認できた所属。

表 ４　早稲田に着任した女性教員とその担当科目
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二
、
戦
後
の
女
性
職
員
数
に
つ
い
て

次
に
戦
後
の
大
学
に
お
け
る
女
性
職
員
数
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
き
た
い
。
表
５
で

は
、
私
立
大
学
に
お
け
る
職
位
（
職
種
）
別
に
ど
の
程
度
の
人
数
の
男
性
職
員
と
女
性
職

員
が
雇
わ
れ
て
い
る
の
か
を
ま
と
め
た
。

表
５
を
見
る
と
、
総
数
と
し
て
は
一
九
五
五
年
、
一
九
六
〇
年
、
一
九
六
五
年
の
職
員

の
総
数
と
し
て
は
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が
多
い
。
た
だ
、
職
種
を
分
析
す
る
と
、
男
性

が
事
務
官
に
就
い
て
い
る
割
合
が
多
い
の
に
対
し
て
、
女
性
が
就
い
て
い
る
職
種
は
「
雇

人
」
が
多
い
。
こ
の
職
種
の
差
異
に
男
性
職
員
と
女
性
職
員
に
お
け
る
差
別
的
な
扱
い
が

あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
実
際
の
大
学
の
事
例
と
し
て
、
早
稲
田
大
学
で
は
、
女
性
職
員
の
数
量
は
ど
の

程
度
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
表
６
は
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
六
六
年
ま
で
の
早
稲
田
の

職
員
数
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（111年 （111年 （111年 （111年

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

総数 1,（11 （,11（ 1,111 1,111 1,111 1,111 （（,111 （1,111

事務官 （,111 111 1,11（ （,（11 1,11（ （,111 未記載 未記載

技官 （（1 （1 111 111 1（1 （,111 未記載 未記載

雇 人（８） 111 111 （,111 1,111 （111 1,111 未記載 未記載

用人 111 111 （,111 （,111 （1（1 （,111 未記載 未記載

兼務 （11 11 111 （11 111 111 111 1（1

※文部省調査局統計課『日本の教育統計』241頁より作成（９）

表 5　私立大学における職種（職位）別の男女職員数
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表
６
を
見
る
と
、「
書
記
級
」
や
「
雇
」
と
し
て
、

か
な
り
の
数
量
の
女
性
職
員
が
勤
務
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
合
計
数
を
見
て
み
る
と
、
専
任

で
も
臨
時
で
も
、
一
九
五
八
、
一
九
五
九
年
か
ら

一
九
六
六
年
ま
で
で
約
一
〇
〇
人
程
度
の
全
体
的

な
人
員
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
、
女
性
の
職
員
数
は
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の

職
階
に
着
目
し
て
み
る
と
、
専
任
の
主
事
、
主
事

補
に
は
、
女
性
が
配
属
さ
れ
て
い
な
い
の
が
わ
か

る
。
私
立
大
学
全
体
に
お
い
て
も
事
務
官
の
職
種

に
は
男
性
が
多
く
配
属
さ
れ
て
い
た
の
と
同
様

に
、
早
稲
田
大
学
に
お
い
て
も
、
管
理
職
級
の

職
種
に
就
け
る
の
は
男
性
の
み
と
い
う
差
別
的

な
扱
い
が
存
在
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
女
性
職
員
か
ら
見
た
当
時
の
女
性
に
対

す
る
社
会
の
見
方
に
つ
い
て
分
析
で
き
る
言
説
と

し
て
『
早
稲
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
に
掲
載
さ
れ
た

（111 （111 （111 （111 （11（ （111 （111 （111 （111 （111

専
任

主事級 11 11 11 11 1（ 11 1（ 11 11 11
主事捕級 11 11 11 11 11 11 11 （11 （11 （11

書記級 111 1（1
（11）

1（1
（11）

111
（11）

111
（11）

111
（11）

111
（11）

11（
（（（1）

111
（（11）

11（
（（11）

雇 （11 （11
（11）

（11
（11）

（11
（11）

（11
（11）

11（
（（（1）

（11
（（（1）

（11
（（（1）

（11
（（（1）

（11
（（（（）

嘱託 － － － 1 1 1 1
（1）

1 1 1

労務員 11 11
（11）

11
（11）

11
（11）

11
（11）

11
（1（）

1（
（11）

11
（11）

11
（11）

11
（11）

計 1（1 1（1 111
（（11）

111
（（11）

111
（（11）

111
（111）

111
（111）

111
（111）

111
（111）

1（1
（111）

臨
時

臨時雇 （11 （11
（（1）

（11
（（1）

（11
（11）

（11
（11）

（11
（1）

（1（
（1）

（1（
（（1）

（1（
（（1）

（11
（（1）

嘱託 11 11
（（1）

11
（（1）

11
（11）

11
（11）

11
（11）

11
（11）

11
（（（）

11
（（1）

11
（（1）

労務員 （1 （1
（（（）

1
（1）

1
（1）

（1
（1）

（1
（1）

1
（1）

1
（1）

1
（1）

1
（1）

計 （11 （11
（11）

（11
（11）

1（1
（11）

111
（11）

111
（11）

1（1
（11）

1（1
（11）

111
（11）

111
（11）

合計 111 111
（111）

1（1
（111）

111
（1（1）

111
（111）

111
（111）

111
（111）

（,111
（111）

（,111
（111）

（,111
（111）

※�早稲田大学総長室企画調査課編『基本諸統計』より作成。（10）　（　）は女子で内数。32年度は不明の
ため記載されていない。

表 6　早稲田大学における職階別職員数（１957～１966年まで）
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「
私
の
〝
就
職
課
〟
体
験
」
が
あ
る
。
江
田
弘
子
と
い
う
女
性
職
員
に
よ
る
記
述
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
女
子
学
生
の
就
職
に
つ
い
て

は
、
会
社
側
の
理
解
も
少
し
ず
つ
深
ま
っ
て
、
一
時
期
よ
り
好
転
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
傾
向
が
つ
づ
い
て
、
女
性
の
職
場
が

も
っ
と
増
え
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
る
」）

（（
（

と
述
べ
て
い
る
が
「
し
か
し
、
現
実
は
、
や
は
り
き
び
し
い
。
会
社
の
人
事
の
か
た
が
た
と
応

接
し
て
い
て
、
そ
う
し
た
感
触
を
味
わ
っ
た
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
私
自
身
、
そ
う
し
た
経
験
を
し
て
い
る
。
私
が
応
接
に
出
た
と
き

〝
な
ん
だ
、
オ
ン
ナ
か
…
…
〟
と
落
胆
と
も
あ
き
ら
め
と
も
つ
か
な
い
表
情
を
み
せ
て
、「
男
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
」）

（1
（

と
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
女
性
へ
の
差
別
的
な
認
識
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
早
稲
田
で
は
な
く
、
時
代
も
か
な
り
後
に
な
る
が
、
一
九
八
九
年
一
月
の
朝
日
新
聞
に
は
、
大
阪
大
学
技
官
で
あ
る
女
性
に

よ
る
「
男
女
格
差
大
き
い
大
学
職
員
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
同
記
事
で
は
主
に
公
立
大
学
に
つ
い
て
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

が
、
そ
の
実
態
と
し
て
「
大
学
に
お
け
る
女
性
差
別
の
実
態
」）

（1
（

が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
実
態
と
し
て
は
「
男
性
の
場
合
は
三
六

歳
で
三
分
の
二
が
主
任
・
係
長
に
な
る
の
に
対
し
て
、
女
性
の
場
合
は
全
員
ヒ
ラ
職
員
、
四
二
歳
に
な
っ
て
も
ま
だ
半
分
以
上
が
ヒ
ラ
職

員
と
い
う
実
態
で
あ
っ
た
。
係
長
も
男
性
の
場
合
は
一
番
若
い
人
で
三
六
歳
だ
が
、
女
性
の
場
合
四
四
歳
で
、
八
年
も
の
ひ
ら
き
が
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
男
女
の
昇
格
差
別
は
、
全
国
の
大
学
の
中
で
暗
黙
の
う
ち
に
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
」）

（1
（

と
し
て
、
女
性
大
学
職
員
が
昇
格

し
に
く
い
状
況
を
差
別
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。

先
述
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
一
九
八
九
年
で
あ
る
が
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
法
律
と
し
て
一
九
八
六
年
に
制
定
さ
れ
た

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
法
律
に
つ
い
て
先
に
挙
げ
た
朝
日
新
聞
の
記
事
で
は
、
そ
の
理
念
が
社
会
に
お
い
て
反
映

さ
れ
て
い
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
採
用
面
で
差
別
が
行
わ
れ
て
お
り
「
男
女
同
数
の
採
用
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
お
ら

ず
」
と
し
た
う
え
で
、
婦
人
研
究
者
や
教
師
な
ど
は
一
九
八
五
年
の
調
査
で
は
わ
ず
か
「
五
・
四
％
と
い
う
有
り
様
」
で
あ
り
、
そ
の
多

く
が
「
助
手
な
ど
下
級
研
究
者
に
集
中
し
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る）

（1
（

。
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こ
の
よ
う
に
、
早
稲
田
の
女
性
職
員
を
見
る
と
、
そ
の
量
的
増
加
は
ペ
ー
ス
と
し
て
は
か
な
り
早
い
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
女
性
の
就
職
先
の
一
つ
と
し
て
、
大
学
の
職
員
と
い
う
も
の
が
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
職
階
を
見
る
と
、
当
時
は
管
理
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
男
性
に
限
ら
れ
て
お
り
、
女
性
は
嘱
託
な
ど
の

職
階
が
大
半
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
論
で
は
、
女
性
教
員
及
び
女
性
職
員
の
数
量
的
変
化
の
実
態
に
つ
い
て
、
早
稲
田
大
学
を
事
例
と
し
て
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
っ
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
中
心
に
分
析
し
て
き
た
。
以
下
、
本
論
で
分
析
し
た
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
女
性
教
員
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
前
後
を
契
機
と
し
て
数
量
的
な
増
加
の
傾
向
を
見
せ
て
き
た
が
、
統
計
上
で
は
女
子

大
学
な
ど
の
教
員
も
併
せ
て
計
算
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
男
女
共
学
の
大
学
で
は
そ
の
数
量
は
さ
ら
に
少
な
い
と
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
女
性
教
員
の
着
任
・
担
当
も
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

第
二
に
、
女
性
職
員
に
つ
い
て
は
、
男
性
職
員
と
女
性
職
員
の
職
階
・
職
位
を
比
較
し
な
が
ら
分
析
し
た
結
果
、
男
性
職
員
と
女
性
職

員
が
就
く
職
階
・
職
員
に
差
異
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
早
稲
田
大
学
の
実
情
を
見
る
と
、
男
性
職
員
が
管
理
職
級
の
職
業
に
就
く
こ

と
が
で
き
る
一
方
で
、
女
性
職
員
が
書
記
級
と
い
っ
た
男
性
を
補
佐
す
る
職
位
に
就
い
て
い
る
も
の
が
大
半
と
な
る
傾
向
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
大
学
に
お
い
て
女
性
職
員
が
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
る
社
会
的
背
景
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
分
析

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
上
、
本
論
で
は
、
一
九
六
〇
年
～
八
〇
年
頃
を
中
心
と
し
て
女
性
教
職
員
の
数
量
的
変
化
を
分
析
し
て
き
た
。
本
論
文
で
分
析
し
た
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時
期
に
は
男
女
の
間
で
明
確
な
職
業
面
で
の
差
別
が
あ
り
、
女
性
の
活
躍
の
場
は
制
限
さ
れ
、
冷
遇
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
本
論
で
数

量
的
変
化
を
分
析
し
た
意
義
と
し
て
は
、
大
学
と
い
う
場
に
お
い
て
、
女
性
の
扱
い
に
明
確
に
差
別
的
な
扱
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
男
女
の
差
別
を
な
く
す
た
め
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

国
立
大
学
で
は
二
〇
〇
〇
年
に
は
『
国
立
大
学
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
に
』
が
、
今
回
取
り
上
げ
た
早
稲
田
大
学
で

は
、
二
〇
〇
七
年
に
「
早
稲
田
大
学
男
女
共
同
参
画
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
戦
後
、
断
続
的
に
続
い
て
い
た
大

学
の
女
性
教
職
員
に
対
す
る
差
別
的
な
扱
い
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
男
女
共
同
参
画
の
観
点
か
ら
よ
う
や
く
解
消
に
向
け
て
動
き
出
し

た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

今
後
、
女
性
教
職
員
の
数
量
的
実
態
を
把
握
す
る
研
究
を
す
る
際
に
は
、
早
稲
田
大
学
以
外
の
男
女
共
学
の
私
学
に
お
い
て
女
性
教
職

員
の
数
量
は
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
女
性
教
職
員
に
対
す
る
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
究
明
す
る

よ
う
に
し
た
い
。

あ
め
み
や
・
か
ず
き
（
早
稲
田
大
学
歴
史
館
嘱
託
職
員
）
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註（
１
） 

湯
川
次
義
『
近
代
日
本
の
女
性
と
大
学
教
育
』（
二
〇
〇
三
年
、

不
二
出
版
）
五
二
四
～
五
二
六
頁
。

（
２
） 
湯
川
次
義
『
戦
後
教
育
改
革
と
女
性
の
大
学
教
育
の
成
立
』（
二
〇

二
二
年
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
四
六
四
頁
。

（
３
） 

大
膳
司
「
臨
時
教
育
審
議
会
以
降
の
大
学
教
員
の
構
造
と
機
能
の

変
容 

教
育
・
研
究
活
動
を
中
心
と
し
て
」『
高
等
教
育
研
究
』一
二
巻
、

七
一
─
九
四
頁
（
二
〇
〇
九
年
）。

（
４
） 

髙
橋
真
央
「
女
子
大
学
に
お
け
る
女
性
教
員
の
職
位
別
割
合
の
現

状
に
つ
い
て
」『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
Ⅰ
』
五
八
号
、
七
三
─

八
五
頁
（
二
〇
二
二
年
）。

（
５
） 

「
京
大
に
初
の
女
性
講
師
」『
朝
日
新
聞
』（
一
九
五
三
年
五
月

一
九
日
）
三
頁
。

（
６
） 

文
部
省
調
査
局
統
計
課
『
日
本
の
教
育
統
計
』（
一
九
六
六
年
）

一
七
─
一
九
頁
。

（
７
） 

早
稲
田
大
学
総
長
室
企
画
調
査
課
編
『
基
本
諸
統
計
』（
一
九
七
一

年
～
一
九
八
一
年
ま
で
を
参
考
に
作
成
）。

（
８
） 

「
雇
人
」
に
は
看
護
婦
、
看
護
手
も
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
他
の
職
員
に
つ
い
て
は
「
用
人
」
に
含
ま
れ
て
い
る
と
さ

れ
て
い
る
。

（
９
） 

文
部
省
調
査
局
統
計
課
、
前
掲
書
、
二
四
一
頁
。

（
10
） 

早
稲
田
大
学
総
長
室
企
画
調
査
課
編
、
前
掲
書
よ
り
作
成
。

（
11
） 

江
田
弘
子
「
私
の
〝
就
職
課
〟
体
験　

─
ひ
と
り
の
女
性
職
員

の
つ
ぶ
や
き
─
」『
早
稲
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
』（
一
九
八
四
年
、
第
四
五

号
）
九
四
頁
。

（
12
） 

同
上
、
九
四
頁
。

（
13
） 

「
男
女
格
差
大
き
い
大
学
職
員
」『
朝
日
新
聞
』（
一
九
八
九
年

一
月
二
六
日
）
五
頁
。

（
14
） 

同
上
、
五
頁
。

（
15
） 

同
上
、
五
頁
。




